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修正刷 頁 節・項 場所（図表等） 誤 正
1 125 1.2.3 18行目 U：地下外壁用の防水層 U：地下内外壁用の防水層
1 127 解説表1.2.7 L-UFSの非歩行の欄 ‐ 〇
1 127 解説表1.2.7 L-UFHの非歩行の欄 ‐ 〇

1 127 解説表1.2.7 L-USSの非歩行の欄 ‐ 〇※

1 127 解説表1.2.7 L-USHの非歩行の欄 ‐ 〇※

1 127 解説表1.2.7 L-FFの非歩行の欄 ‐ ※

1 127 解説表1.2.7
「保護層・仕上げ層
の種類」の欄（4箇
所）

現場打ちコンクリート断熱工法** 現場打ちコンクリートまたは断熱工

法**

1 127 解説表1.2.7 ［注］**
「現場打ちコンクリート断熱工法」
とは

「断熱工法」とは

1 147 －
6行目の後ろに1文追
加

・・・一般的である.

・・・一般的である．また，平場に
ポリウレタン系接着剤を使用する場
合は,下地面のみに0.35㎏/㎡塗布す
るのが一般的である.

1 18，156 1.3.5
c.(2)(ⅰ)本文の2行

目
エポキシ樹脂系接着剤を用いる場合

エポキシ樹脂系接着剤またはポリウ
レタン系接着剤を用いる場合

1 157 － 1～2行目 エポキシ樹脂系接着剤を用いる場合
エポキシ樹脂系接着剤またはポリウ
レタン系接着剤を用いる場合

1 228 － (2) の15行目 1.4.5（1） 1.4.5 a.（1）

1 240 －
解説表1.4.6「接合方
法」の列の2段目

溶剤による接合 溶着剤による接合

1 245 － (ⅱ)①の4行目 平場の非加硫ゴム系シートを 平場の加硫ゴム系シートを

1 45,246 －
(5)保護層・仕上げ層
のタイトル

(5)保護層・仕上げ層 (3)保護層・仕上げ層

1 246 －
解説(5)保護層・仕上
げ層のタイトル

(5)保護層・仕上げ層 (3)保護層・仕上げ層

1 281 － (iv)①の1行目
未溶接部分があって余っている材料
などがないかの確認を行う.

未溶接部分がないかの確認を行う.

1 60,296 － 表1.5.8の注(6) 高い摩耗性 高い耐摩耗性
1 300 － (5)L-AWの2行目 JIS A 6021:2021 JIS A 6021
1 69,350 － d.(2)のタイトル S-SUP C-SUP
1 72,354 1.6.4 a. 本文のタイトル a.定形・不定形材・・・ a.面材・不定形材・・・
1 72,354 1.6.4 a. 本文の1行目 定形・不定形材・・・ 面材・不定形材・・・
1 79,378 － 本文(4)の7行目 「粘着層付」 「全面粘着層付」

1 441 2.3.2c.
解説表2.3.15の「用
途」の欄の2段目

‐ ガラス回り目地

『建築工事標準仕様書・同解説 JASS8 防水工事』正誤表

※「修正刷」の欄は，以下を表す．
　　1　：第1刷のみ修正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解説表1.2.7の修正箇所
　　　【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【正】



1 456 2.3.4 本文ａ.(3)の2行目
･･･施工の記録などの記録として整備
する．

･･･施工記録として整備する．

　解説表1.3.15の修正箇所
【正】

解説表 2.3.15 バックアップ材・ボンドブレーカーの種類 

種 類 材 種 形 状 発泡倍率 硬さ(1) のりの
有無 用 途 

バックアップ材 

・ポリエチレン 
独立気泡発泡体 

丸 形 25～30
倍 － なし 目地底のない場合 

角 形 

14～15
倍 － あり 

なし 
目地底のある場合 
ガラス回り目地 

6～8 倍 60，70 あり 
なし 

風圧力を受けるガラ
ス回り目地 

・ポリエチレン 
連続気泡発泡体 

＋ 
・ポリエチレン 
独立気泡発泡体 

角 形 
連続気泡発
泡体と独立
気泡発泡体
の重ね品 

－ － あり 
なし 

映像調整を必要とす
るガラス回り目地 

・合成ゴム 角 形 － 60，70 なし 風圧力を受けるガラ
ス回り目地 

ボンドブレーカー ・ポリエチレン テープ － － あり 一般用ボンドブレ
ーカー 

 [注] 本表は代表的な製品を示したものである． 
(1) 硬さ：JIS K 6253-3：2012（加硫ゴム及び熱可塑性ゴム−硬さの求め方−第 3 部：デュロメータ硬さ）タイ

プ A による測定結果 
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